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「北海道への核持ち込みは許さない！１１・２３幌延デー全道集会」

及び前段の「青年女性学習・総行動」の取り組みについて
　日頃のご健闘に心からの敬意を表します。

東日本大震災から２年半が経過しましたが、福島第一原発ではいまだに汚染水流出が止まらず、事態は収束どころか日々深刻度が増しています。しかし、政府やマスコミは事実の矮小化とともに、福島第一原発事故を風化させ、「原発やむなし」の機運を高めようとしています。

　幌延深地層研究センターをめぐっては、北海道は「放射性廃棄物の持ち込みは受け入れ難い」との条例を制定し、道・幌延町・原子力機構（旧核燃機構）は「研究のみ」として「放射性廃棄物や放射性物質を持ち込まない」との「協定」を締結していますが、今後、国は最終処分地の候補地選びの第１段階である「文献調査」を申し入れようとしており、北海道は「協定」があっても例外ではないとしています。また、文部科学省が幌延深地層研究センターと瑞浪超深地層研究所のどちらかの施設を廃止する方針を示したことや、来年度から幌延深地層研究センターにおいて模擬廃棄物埋設の研究がはじまること、地元幌延町において交付金目当ての最終処分場誘致の動きが報道されたことなどから、幌延がなし崩し的に処分地とされることが危惧されます。

そうしたなか、「北海道のいかなる地域にも核を持ち込ませない」「放射性廃棄物を増やさない」意思を全体で固め合うとともに、今後の反核・平和闘争のさらなる強化にむけて学習を強化していきたいと思いますので、道北のみならず全道の各単組・総支部からの積極的な参加をお願いします。
記
１　「１１・２３幌延デー北海道青年女性学習会」
①と　　　き　２０１３年１１月２３日（土・祝日）１０：００～
②と　こ　ろ  天塩町社会福祉会館（天塩町海岸通５丁目　TEL.01632-2-1026）

③内　　　容　１０：００～　学習会

１１：１５～　終了・昼食・幌延町　共進会場へ移動

１３：００～「北海道への核持ち込みは許さない！１１・２３幌延デー北海道集会」

※１　天塩町社会福祉会館は駐車場スペースに限りがありますので、

なるべく乗り合わせでお越しください。

※２　共進会場では街宣車にむかって右側青年部旗に結集をお願いします。

④参　加　費　弁当申し込み無し　　　５００円（会場代・資料代）

弁当申し込み有り　１，０００円（会場代・資料代・弁当代）

　　　　　　　　　　※参加費は、現地にて徴収しますので、おつりのないようお願いします。
２　「北海道への核持ち込みは許さない！１１・２３幌延デー北海道集会」
①と　　　き　２０１３年１１月２３日（土・祝日）１３：００～
②と　こ　ろ　天塩郡幌延町　共進会場（東が丘スキー場下）
③主　　　催　北海道平和運動フォーラム
④共　　　催　道北核廃棄物処分場反対連絡協議会
（１）総体の集会・デモ行進に青年女性として結集し、参加します。

（２）デモ行進が予定されておりますので、組合旗・腕章・長靴・ベルト等の準備をお願いします。また、気温もかなり低いことが予想されますので防寒対策をお願いします。

（３）参加集約については、１１月１５日（金）までに別紙報告書に記入して報告をお願いします。

（４）午前中の学習会参加者は、弁当の申し込みを受付けます。必ず期限までの報告をお願いします。

参考：　 １・天塩町社会福祉会館地図　　　　　　　　　　　　　２・幌延町共進会場
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※不明な点については、道本部青年部（瀧口・岡）までお問い合わせください。    
　　ＴＥＬ　０１１－７４７－３２１１　　ＦＡＸ　０１１－７００－２０５３
　　メール　takiguchi@jichiro-hokkaido.gr.jp
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